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国
頭
地
区
中
学
校
文
化
祭
が
十

五
日
に
市
民
会
館
で
開
か
れ
た
。

教
科
等
で
取
り
組
ん
だ
作
品
が

中
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ

数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
科
学
甲
子

園
の
活
動
も
行
わ
れ
た
。

舞
台
で
は
、
琉
球
舞
踊
や
伝
統

芸
能
、
空
手
や
し
ま
く
と
ぅ
ば
、

英
語
ス
ピ
ー
チ
、
マ
ー
チ
ン
グ
な

ど
学
校
・
家
庭
・
地
域
で
取
り
組

ん
だ
多
彩
な
分
野
で
の
発
表
が
盛

大
に
行
わ
れ
た
。

初
代
会
長
の
故
・
金
城
龍
生
校

長
が
「
田
中
君
、
国
頭
地
区
の
生

徒
に
発
表
力
や
表
現
力
を
身
に
つ

け
さ
せ
た
い
。
そ
し
て
、
教
科
を

超
え
て
発
展
さ
せ
、
中
学
生
達
に

誇
り
を
も
た
せ
、
輝
か
せ
た
い
。

そ
の
た
め
の
文
化
祭
だ
。
」
と
語

っ
て
い
た
こ
と
が
心
に
し
み
る
。

二
十
一
回
目
を
迎
え
た
文
化
祭

は
、
少
な
か
っ
た
保
護
者
席
を
多

く
設
け
、
琉
舞
や
伝
統
芸
能
以
外

の
演
目
も
増
や
し
た
内
容
と
な
っ

た
。
次
回
は
、
ダ
ン
ス
や
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
漫
才
表
現
な

ど
、
よ
り
多
彩
な
中
学
生
の
表
現

が
見
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
金

・
土
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
見
て
そ
う

感
じ
た
。

十
五
日(

日)

の
第47

回
地

区
音
楽
発
表
会
、
学
年
合
唱

で
出
場
し
た
東
・
高
江
・
有

銘
連
合
合
唱
団
は
、
練
習
ど

お
り
の
調
和
の
と
れ
た
合
唱

を
披
露
で
き
、
部
門
第
三
位

に
入
賞
し
た
。
お
め
で
と

う
。
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。

英
語
の
歌
詞
で
歌
い
づ
ら

さ
も
あ
っ
た
が
、
宮
城
里
美

先
生
や
真
由
美
先
生
の
ご
指

導
の
下
、
何
度
も
合
同
練
習

を
重
ね
、
三
校
の
中
学
生
の

心
を
一
つ
に
し
て
、
歌
い
あ

げ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
、
名
護

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
響
い

て
い
ま
し
た
。

県
大
会
出
場
に
は
、
と
ど

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
で

歌
い
き
っ
た
感
動
は
、
よ
き

思
い
出
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

の
学
校
生
活
に
潤
い
を
も
た

ら
し
、
将
来
の
夢
実
現
へ
の

大
き
な
糧
や
誇
り
と
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
に
感
謝
し
ま
す
。
応

援
し
て
い
た
だ
い
た
保
護
者

の
皆
様
、
激
励
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。


